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－「本音で語り合い」生き生きと輝ける教員集団をめざして－ 
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１ はじめに 

本校は、反差別のなかまを育てる語り合い学習をはじめ、同和教育を核とした人

権教育に取り組み、人権尊重の視点で貫かれた学校づくりを推進している。 

しかし、2016 年度全国学力・学習状況調査では、「自分にはよいところがあるか」

の問いに対する肯定的な回答は 53.2%（全国比－16.1%）という結果となり、自尊感

情の低さが浮き彫りとなった。一方、教員の若年化が進み、私が学力・進路支援担当

になった 2017 年の校内教員人権教育アンケートでは、「若年や新任教員対象に、１

から人権学習の基礎講座をしてほしい。」との声が多く寄せられ、若年教員の困り感

が見て取れた。生徒も教員も、自他の人権を尊重するには、自尊感情の育成は必須で

ある。生徒のなかまづくりと並行して、教員の自尊感情、人権意識を高め、背景を見

る目を養うことが急務であると感じた。 

そこで、本音で語り合い、「分からないこと」を「分からない」と言える教員集団、

本校が積み上げてきた人権・同和教育を先輩教員から主体的に学び、当事者意識と

自信をもって取り組める教員集団をめざし、地域の実状を踏まえた学力・進路支援

の立場から、職員研修の充実に努めることにした。 

 

２ 実践の内容・方法 

（１）実態の把握と研修計画 

2018 年度より、人権・同和教育主任と各学年

の人権・同和教育担当とチームを組み、以下のよ

うに実態把握と計画の立案を行った。 

・全教員対象理解度チェックの実施（年度始め） 

・低理解度 25 項目の抽出、研修テーマ希望調査 

・希望の多かった項目と、進路・支援担当として 

全教員に理解しておいてほしい項目の抽出 

・現職教育で全教員対象にする項目と後述の自 

 主研修で若年教員対象にする項目の分類 

・効果的な実施時期の検討と、年間計画の立案 

・アンケートによる振り返り（年度終わり） 

毎年、調査と人権教育アンケートを行い、理

解度やニーズに合った研修となるように見直し

を行った。基礎項目以外は、約３年間で一巡でき

るようにし、社会の動向を反映した項目を加える

など、毎年更新した。また、なるべく行事

や学級経営、人権学習とリンクした内容を必要な時期に研修できるように計画した。 

研修テーマ希望調査 （２０２０年）度  



（２）教員の主体性とつながりを大切にした研修の工夫 

① 自主研修会「Human Rights Café」の実施 

先の校内教員アンケートの声を基に、2018 年度より、若

手中心の自主研修会「Human Rights Café」を始めた。和や

かな雰囲気で研修できるように茶菓を持ち寄り、少しでも

多くの教員が気軽に参加できるようにした。ここでは、今さ

ら恥ずかしくて聞けないことも、「分からない。」と言える

ことを大切にし、素朴な疑問を拾いながら進めた。また、教

員の多忙感に配慮して次のように行った。 

・若年用の基本的なテーマを設定し、事前に周知する。 

・テスト期間や、短縮授業日などの比較的負担になりにく 

い時期に実施する。 

・研修は 30 分程度とし、後はもう少し話したい者が残って 

話す形にする。 

・自分が学びたいテーマのときに参加するという自由形態 

をとる。 

また、担当が変わっても継続できるよう、業務改善の観

点から２年目以降は以下のことを行った。 

・人権・同和教育担当の仕事の洗い出しと役割分担

（自主研修会は主に人権・同和教育主任が企画） 

・授業を行った教員が、授業後の反省を含め次学年に

レクチャーする、ゲストティーチャー制の導入 

・校外研修の参加者が、研修した内容を共有する機会

の設定 

さらに、次のように多様な研修形態を取り入れる

ことで、少しでも楽しく、主体的に学べるようにし

た。 

・対話型・体験型・講義型・ＤＶＤ視聴・他校との合同研修・フィールドワーク 

  年に１度ほど、町内のこども園、小・中学校の教員や、隣町の中学校教員にも声

をかけ、異校種間の意見交流も行った。また、香川大学のご協力のもと、発達障が

いについて理解するためのＶＲ体験も行い、幅広い年代の教員が多数参加し、生

徒理解につなげることができた。さらに、先進校との合同研修では、本校のカリキ

ュラム編成のうえで参考になるお話を伺うことができた。現在は担当が替わった

が、それぞれの得意分野と持ち味を生かし、楽しみながら、充実した研修を行って

いる。若年同士で悩みを共有したり、時にはベテラン教員に教わったりしながら、

コロナ禍にあっても、場所や研修形態を工夫することで、つながりを大切にしな

がら学び続けることができている。 

  

発達障がいＶＲ体験  

「部落差別とは？」  

小中合同研修（コロナ休校中）

４月 部落差別　Q&A

５月
さまざまな人権課題Ⅰ

（ハンセン病回復者、アイヌの人々）

６月 さまざまな人権課題Ⅱ

７月 バリアフリー学習について

８月 就職差別

９月 結婚差別

10月 「立場の自覚」「寝た子を起こすな」

11月 水平社運動、水平社宣言

12月 おとなのこころのつどい

１月 人権学習と自尊感情

２月 差別に関わる法律

Human Rights Café年間計画

鶴尾中学校合同研修  
（田村文化センターにて） かすうどんを作って  



② 現職教育全体会における人権・同和教育研修の実施 

従来の講話形式では、教員の主体的な学びにつながりにくく、質問も気軽にしに

くい。そこで、テーマ別グループ討議やＤＶＤ視聴など、なるべく一人ひとりが意

欲的に取り組めるような工夫をした。 

十分な研修時間が確保できないとき

には、具体的な教員の悩みや、生徒の声

などをいくつか挙げたワークシートに、

自分ならどうするかを記入してもらい、

それを集約して後日「便り」にして配付

した。ベテラン教員の考えや違う立場か

らの考えなど、具体的で分かりやすいア

ドバイスが多く、若年教員にも大変参考

になったようである。 

また、夏休みには被差別部落出

身の方に来ていただき、未だに残

る差別の実態や、保護者の思いな

どを語ってもらった。分科会に分

かれ小グループで行うことで、深

い話や本音での語り合いができ、

部落問題をより身近な問題として

感じ、差別解消のために情熱をもっ

て人権・同和教育にあたるための有

意義な研修となった。 

昨年度はコロナ禍をチャンスに変え、休校中にワー

クショップを数回行い、教員間の交流を図った。 

・「私のトリセツ」…「困りごと」と「対処法」を用

紙に書いてもらい、グループで発表した。その後で

全教員分を職員室に掲示した。自己理解から他者理

解へとつながり、学級でのなかまづくりにも生か

せる研修となった。 

・「土庄町人権意識調査

2019 結果分析」…10 年ご

との意識調査の結果が出

たことを踏まえ、項目別

に学年で分担し、結果を

分析した。模造紙に、

「どのタイミングでこの

資料を活用すればいい

か」「この資料から何が読み取れるか」「この資

料を活用して生徒に何を考えてほしいか」など記入し、発表した。 
その他、「人権・同和問題に関するＱ＆Ａ再検討」など、日頃時間がなくてなかな

か扱えなかったテーマについても、じっくりと考えることができた。また、学年や世

代間の「つながり」を意識して意図的にグループ分けすることで、世代を越えてお互

いの考え方や悩みを理解するいい機会になった。 

2018

年度 

合同

現教

分科

会 

 会場 ゲストアドバイサー テーマ 

Ａ 社会科教室 （○○地区支部長さん） 「地区の現状」 

Ｂ １－１ （○○地区支部長さん） 「なぜ人権・同和教育をするのか」 

Ｃ １－２ （ 地区 保 護 者 ○ ○ さ ん ） 「保護者の思い・学校に望むこと」 

Ｄ １－３ （ 地 区 祖 母 ○ ○ さ ん ） 「結婚差別」 

Ｅ 多目的７ （卒業生○○さん） 「なぜ全体学習をするのか」 

土庄町意識調査 2019 分析 



３ 実践の成果 

 この 2、3 年で若い教員たちが人権学習の進め方について熱心に議論している姿を

多く見かけるようになり、これが学校全体の人権・同和教育推進の原動力になって

いると感じる。以下、2020 年度末の教員アンケートに研修成果の一部が見られる。 
 

・「Human Rights Café」のおかげで「知らないことを知らない。」と言える雰囲気や場が人 

権学習をするうえではとても大切だと思い直すことができた。 

・客観的に自分を見つめることで、生徒の背景をより意識し、他者理解へとつなげることができた。 

・部落問題は重たいテーマだと感じていたが、楽しく研修することができた。 

・ワークショップ形式だと、ゆっくりと、でもしっかりと考えることができた。 

・気付ける知識と勇気を研修で得ることができ、「私も親に伝えなければ。」と思い、勇気をも

って親の差別意識に立ち向かうことができた。研修していなければ、できなかったと思う。 

・若い先生方の思いや悩みを知ることで、自分にできることは何かを考えることができた。 

・今までは、「こんなこと聞いてもいいのかな。」と思って聞けなかったが、ベテランの先生に

遠慮せず聞けるようになり、相談に乗ってもらえるようになった。 
  

また、先の全国学力・学習状況調査「自分にはよいところがあるか」の回答結果は、

この４年間で最高 77.8％、2020 年度は 73.0％、今年度 75.6％と上昇してきている。

また「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦しているか」の問いでも、2016 年には全

国比マイナスだったが、今年度は 72.1％（全国比＋6.2％)となっている。これは、なか

まづくりの成果であるとともに、教員の個々の背景を見つめ、肯定的に関わろうとする

姿勢の反映ではないかと推測できる。 

若年教員の困り感を受け、「Human Rights Café」を始めたが、今では若年だけで

なく、ベテラン教員の学び直しの場にもなっていると感じる。 

 

４ 普及させたい取組と期待される効果 

 どの学校も本校のような教員の若年化は進んでいるだろう。業務改善をしつつ、

効果的な研修を行うためには、実態の把握と研修の見直しは必須である。また「Human 

Rights Café」のようなカフェ形式は自由度が高く、主体的に考え、学ぶ取組として

は有効である。実際、郡内でも本校のような研修を取り入れた園・校が増えてきてお

り、それぞれの園・校の教職員の資質・能力の向上はもとより、異校種間の連携によ

る郡全体の人権意識の向上、さらなる人権・同和教育の推進につながるのではない

かと考える。また、この形式は人権・同和教育のみならず、あらゆる研修テーマでの

導入が可能である。ベテラン教員の知恵と経験から学んだことを新しい時代に生か

すには、受け身の研修ではなく、問題意識をもって主体的に取り組めるような研修

計画とお互いに学び合える環境づくりも必要である。 

 

５ 課題及び今後の取組の方向 

教員の多忙感や、他の研修との兼ね合いを考えると、研修時間の確保は難しく、計

画通りにいかないことも多い。しかし、コロナ禍により「つながり」が絶たれがちな

今だからこそ、「つながり」を意識した取組を継続的かつ効果的に行い、悩みを一人

で抱え込まず、生徒も教員も胸を張って「自分にはよいところがある」と言えるよう

な教員集団をめざしていきたい。さらに、「Human Rights Café」をベテラン教員も

若年教員も、在校生も、卒業生も、そして地域もが「One Team」となって、他者とつ

ながりをもちながら自分らしい生き方を模索するような場へ展開していきたいと考

えている。 


